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森 とカーニ ヴ ァルの世 界

一 ホ ー ソー ン の"TheMay -poleofMerryMount"論

松 阪 仁 伺

一1-

"TheMay -poleofMerryMount"は 色 々な視点か ら考 察す るこ とが可

能 なよ うであ る。 ほ とん どの批評 家が一致 して認めて い る点は,こ の作 品

が一種 のア レゴ リニ であ るこ とであ る。っ ま り,,メ リィ ・マ ウン トと清教

徒 ととの鋭 い対立の背後 に ホー ソー ン(NathanielHawthorne)は 普 遍的

な,観 念 的 とい って もよい レヴェルの対立 を潜 ませ て いるので ある。そ こ

で,MichaelDavittBellに よ れば この作 品は ・apsychologicalfable・

で あ り,"anallegoryoftheoppositionofheartandhead,ofunbridled

sensualityandironrepression"1)と い うこ とに なる。HyattH.Waggoner

に よ れば その対立 は,"the"natura1"sexualityofMerrymounters"対"the

sternrepressionofthePuritans"で あ る。2)や は りこの作 品 をア レゴ リ

ー と見做 したRichardHarterFogleの 指 摘に よれ ば
,こ の 両者 は イメー

ジの面 にお いて も くっき りと対照 させ られて いる。 以下Fogleに よ る と,

メ リイ ・マ ウン トの 象徴が`May-pole"で あ れば 清教徒 の それ は"the

whippingpost"で あ る。メ リイ ・マ ウン トが 厂光」であれば,清 教徒 は 「闇」

であ る。以下 省略す るが,確 か に ホー ソー ンは意識的 に この 両 者 をイ メー

ジの細部 におけ るまで対 立 させ てい るよ うであ る。3)重 要 な こ とは ホー ソ

ー ンが メ リイ ・マ ウン トと清教徒 の どち らの立場 を も全面 的 に支持 して い

ない こ とであ る。 しか し,何 らかの調和が,メ リイ ・マ ウ ン トか ら清教 徒

社会 に移 る エ ドガー と エデ ィス の姿 に意図 されてい る と考 え る批 評家 も

多い。

以上 の点 を認め なが ら も,こ の作 品が又,別 の視 点か ら解 釈 され うる可
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能 性 を 指 摘 す る批 評 家 も 多 い 。 例 え ば 前 述 のBellは こ の 作 品 は"psycho-

logical"で あ り,か つ"historical"で あ る と 考 え る 。Bellに よ れ ば メ リイ ・

マ ウ ン ト と 清 教 徒 の 対 立 は,"twopossibleNewWorldfutures‐onean

efforttoholdtooldways,andtheothertostrikeoutinnew,independ-

entdirections."4)の 間 の 争 い と な る 。あ る 意 味 で は,メ リ イ ・マ ウ ン トは 旧

世 界 を,清 教 徒 は 新 世 界 を 代 表 し て い る と 言 え る 。 そ し て こ の 作 品 を"the

repudiationofEnglandtoestablishanAmericancharacter"5)を 描 い た

も の と考 え る 。 似 た よ う な 指 摘 はQ.D.Leavisに よ っ て も な さ れ て い る 。6)

さ ら に は,JohnB.VickeryはSirJamesG.Fraser流 のanthoropology

の 見 地 か ら こ の 作 品 を 分 析 し て,こ の 作 品 の テ ー マ は"thelogicofreli-

giousevolution,thedevelopmentofthereligiousimpulsefromphallic

cultstoChristianity."で あ る と断 定 す る 。7)

以 上,こ の 作 品 に 対 す る代 表 的 な 解 釈 を い くつ か 羅 列 し た 。 本 論 に お い

て は 以 上 と は 少 し 異 な る 視 点 か ら こ の 作 品 を 考 え た い,っ ま り,Daniel

Hoffmanと 同 様 に,8)こ の 作 品 を ホ ー ソ ー ン の 現 代 に お け る 「楽 園 喪 失 」の

物 語 と と ら え た い 。TheMarbleFaunが 少 な く と も 主 人 公Donatelloを

中 心 に 見 た 時 に は,「 楽 園 喪 失 」の 神 話 が 下 敷 に な っ て い る の と 同 じ意 味 に

お い て,"TheMay-poleofMerryMount"は 一 種 の 厂楽 園 喪 失 」 の 物 語

な の で あ る 。 少 な く と も そ う い う解 釈 は 可 能 だ と 思 わ れ る 。 メ リ イ ・マ ウ

ン トの 人 々 は 現 代 に お い て 「楽 園 」 を希 求 す る 人 々 で あ る 。 ホ ー ソ ー ン は

メ リ イ ・マ ウ ン トの 人 々 に,"peopleoftheGoldenAge"と 呼 び か け る し,

又,Hoffmanに よ れ ば,"TheyareinperfectsympathywithNature,

andNaturewiththem."9)な の で あ り,"Theyarelivingasthoughin

theGoldenAge,whentimewasnot,orbeforetimewas,"lo)な の で あ る 。

そ し て,こ の 「楽 園 」 に お け る ア ダ ム と イ ブ は"theLordandLadyof

theMay"で あ る エ ドガ ー とエ デ ィ ス で あ る 。

本 論 の ね ら い は こ の 作 品 を現 代 版 の ア ダ ム と イ ブ の 物 語 と と ら え,こ の

見 地 か ら現 代 の 「楽 園 」 た る メ リ イ ・マ ウ ン トの 世 界 を 考 察 し,さ ら に エ
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ディス とエ ドガーの描 く軌跡を追求することである。なお,こ の作品をこ

の視角か ら追求する時に清教徒の側は直接の考慮の対象にならないため,

それへの言及は必要な場合だけにとどめる。

一2一

まず何 よ りもあるMidsummerEveに メ リイ ・マ ウン トで催 され る五 月

祭 の様子 を覗 いてみ よ う。 ここでは"theLordandLadyoftheMay"で

あ るエ ドガー とエデ ィスの結婚が とりお こなわれ よ うとしてい る し,昔 な

が らの風習通 りに五 月柱 をめ ぐっての輪舞 が見 られ る。 この結婚 はDaniel

Hoffmanの 指 摘 す る通 り,"bothapersonalandaritualwedlock"11)

で あ る。五 月祭 は古 く樹木崇拝 の儀 式に起源 を持 ち,二 人の結婚 と,古 代の

儀 式に おけ る儀 礼 的な結婚 とのつ なが りを全 く否定 しさ るこ とはで きない。

この結婚 は 遠 く昔 には 春 の生 命力 の 爆発 を祈 願す るための 呪術 であ った

らしい。12)無 論,こ の メ リイ ・マ ウン トの五 月祭 の中に儀 式 的,呪 術 的な

意 味 を深 く読 み こむ こ とはあや ま りであ ろ う、が,以 下考察 す るよ うに,こ

の五月祭 も根 源的 な生命 力 といった もの に関与 しているこ とは否定 で きな

い ように思 われ る。

この五 月祭 が 「森」 の 中におか れてい るこ とは重大 な意 味 を持 って いる

と思われ る。 「森」 は単 な る背景 では な く,象 徴 的 な意 味 を荷 ってい るの

であ る。エ ドガー とエデ ィスの結婚 を司 どる"anEnglishpriest"が"mer・

rily,alldaylong,havethewoodsechoedtoyourmirth."13)と メ リイ ・

マ ウン トの人々 に呼 びかけ る時 に,こ の森 は人々 の"mirth"に 敏 感 に感応

し,そ の喜 び と一体 とな ってい る。人 々は野性の森 に象徴 され る,何 らの

人為的 な規制 の ない 自然の喜 びにいた ってい る。 それはあ らゆる桎梏 か ら

解放 された野性 の 自然 と一体 とな る喜 びであ ろ う。森 と五 月祭 の世 界 は切

り離せ ぬ もの ととらえ られ てい るが,本 来の イギ リスの五 月祭 は新世 界の

原始の 自然の 中におかれ るこ とに よ り少 しその性格 を変 えてい るよ うであ

る。や は り同 じ"anEnglishpriest"が,"Come;achorusnow,rich
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withtheoldmirthofMerryEngland,andthewildergleeofthisfresh

forest...."14)と 言 う時 にその事 情が 明 らか にな る。 ここで人々 の喜 び は

二重 の もの ととらえ られ てい る。昔 なが らの"mirth"に ア メ リカの原始 の

森の"glee"が つ け加 わ った形 になって いる。言 いか えれば,こ こでは五 月

祭はア メ リカの"wilder"な 自然の 中におかれ るこ とに よ り,そ の 自然に

呼応 してい る と言って も過言 ではなか ろ う。 これはす ぐ後 で考 察す る仮 装

者の姿 に も反映 されて いるよ うに思わ れる。 ともか くも,人 々の祝祭 の喜

びは,森 の 自然 と不 可分 の関係 にあ るこ とは確 かであ る。

森の 中で人 々は慣 習通 りに五 月柱 の 囲 りで輪舞 を楽 しむ。 その仮装 の姿

に見 られ るの は,特 定は しが たいが,旧 世 界的 な もの と新世 界的 な ものの

混交 であ る。 まず,"stag","wolf","he-goat","SalvageMan","green

men","morrice-dancers","gleemaidens"な ど の姿 が見 える。 ホー ソー ン

は この作 品 を書 く時に,JosephStruttのTheSportsandPastimesofthe

People()fEnglandを 参 照 したが,15)小 山敏 三郎 氏 の 詳細 な 注 の中 に

は,上 記 の仮 装 を描 く時 に,ホ ー ソー ンが 参考 に したであ ろ うStruttの 本

の図版が あげ られ てい る。16)そ れ に よ る と上 記の七つ の ものの うち前の

四者 は その図版 に基づ いて いる らしい。残 りの ものにつ いて もこれ らは 旧

世 界の 祝 祭に 固有の もの であ る。 さ らには 奇怪 な 仮面や 道化 帽("fools-

caps")を つ け た人々 も見 うけ られ る。 この二つ も祝 祭の気 ままな仮装 と見

なせ よう。以 上の仮装 は いずれ もメ リイ ・マウ ン トの人々が イギ リスか ら

持 ち こん で来た もの と言 えるか も知 れ ない。 しか し,ホ ー ソー ンはア メ リ

カの原始 の森 を考慮 して,土 着 の要 素 をつ け加zる ことを忘れ ない。"lndian

Hunter"の 姿 や,"arealbearofthedarkforest"は ア メ リカの荒 野に 固

有の もの であ ろう。 そ して大体 においてで あ るが,入 々の仮 装 の姿 には森

の荒 々 しい 自然が投影 されてい る と言 えるので はなか ろ うか。

この森の祝祭 の世 界には,し か しなが ら,も う一枚 の絵 がすけ て見え る。

この世 界 は同時にデ ィオニ ュソス(Dionysus)的 陶 酔 の世 界で もある らしい

のだ 。つ ま り,こ こにおけ る歌や音楽や 踊 り,あ るいは"anEnglishpri一
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est"が"theveryComusofthecrew"と さ れ,"achapletofthenative

vineleaves"を つ け て い る の は す べ て そ の こ と を 思 わ せ る 。Comusの 父 は

デ ィ オ ニ ュ ソ ス で あ り,"vine"が デ ィ オ ニ ュ ソ ス と き わ め て 縁 の 深 い 植
ヤ

物 であ るこ とはほ とん どこ とわ る必要 もな い程 のこ とで ある。 さらに次の

様 に,人 々 はComusの"crew"に た とえ られ る。

Hadawanderer,bewilderedinthemelancholyforest,heardtheir

mirth,andstolenahalf-affrightedglance,hemighthavefancied

themthecrewofComus,somealreadytransformedtobrutes,some

midwaybetweenmanandbeast,andtheothersriotingintheflow

oftipseyjollitythatforeranthechange.17)

こ こ でホー ソー ンは我々が追 求 して きた もの を明瞭な形で見せ て くれ る。

森 の中の世 界は 固定 した静的 な相 では な く,動 的 な相 の もとに とらえ られ

て いる。生 成の場 であ り,一 口で言 えばデ ィオニ ュ ソス的陶酔の 中での 人

間が野 性の 自然へ と変 貌す る瞬 間であ る。18)あ る い は人 々が 文 明 とい う

衣 をそっ くり脱 ぎ捨 てて,お さえ られて きた 自然の生命 の中へ 回帰す る瞬

間 である とも言 える。その 自然 とは無論森 の 自然 に他 な らな い。

以上が あるMidsummerEveに メ リイ ・マ ウ ン トで 催 された 五 月祭 で

あ るが,重 要 なこ とは この森 の 世 界が メ リイ ・マ ウン トのすべて を 一瞬

に凝縮 した もの で あ るこ とで ある。一年 の あ らゆ る変 化 を 通 じて 人 々の

"M
ay-pole"に 対 す る気持 は変 わる ことな く,人 々は少 な くとも月に一 回

は それ をめ ぐって踊 った。

あ るいは メ リイ ・マ ウ ン トは"aperpetualcamival"で あ る とも言われ

る。そ こで は五 月祭 の うきうき したお祭 り気分 が変 わ らず人々 を支配 して

い る。祝 祭 の気分 は 人々のエー トス とで も言 うべ き ものに まで高め られて

い ると言 えそ っだ。

But what chiefly characterized the colonists of Merry Mount, was 

their veneration for the May-Pole. It has made their true history a
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poet's tale. Spring decked the hallowed emblem with young blossoms 

and fresh green  boughs  ; Summer brought roses of the deepest blush, 

and the perfected foliage of the  forest  ; Autumn enriched it with that 

red and yellow gorgeousness, which converts each wild-wood leaf 

into a painted  flower  ; and Winter silvered it with sleet, and hung it 

round with icicles, till it flashed in the cold sunshine, itself a frozen 

sunbeam. Thus each alternate season did homage to the May-Pole, 

and paid it a tribute of its own richest splendor. Its votaries danced 

round it, once, at least, in every  month  ; sometimes they called it 

their religion, or their  altar  ; but always, it was the banner-staff of 

Merry  Mount.19)

メ リイ ・マウ ン トの性 格が こ う規定 された時,次 の 問題 は 人類 の劫 初に

関す る神話 との関係 であ る。 これにつ いては,ま ず,ホ ー ソー ンの他 の作

品か ら二箇所 引用す るこ とか ら話 を始め たい。五 月祭 に限 らず,一 般 的に

祝祭 あ るいはカーニ ヴ ァル の空 間は ホー ソー ンに とって特別 の意味 を持 っ

てい るら しい。その非 日常的空 間は,わ が 国の 「け」 の 日にたいす る 「は

れ 」に相 当す るので あろ うが,ホ ー ソー ンはその世 界 の中に一つ のユ ー ト

ピア を夢見 てい るよ うであ る。 ともあれ参考 のために次 の二つの 引用 を見

てみ よう。

The children have come from their schools, and the grown people 

from their workshops and their fields, on purpose to be happy. For, 

to-day, a new man is beginning to rule over  them  ; and so  — as has 

been the custom of mankind ever since a nation was first gathered— 

they make merry and  rejoice  ; as if a good and golden year were at 

length to pass over the poor old world !" 

 It was as Hester said, in regard to the unwonted jollity that bright-

ened the faces of the people. 20) (italics mine .) 

 No doubt, however, the worn-out festival is still new to the youth-

ful and light-hearted, who make the worn-out world itself as fresh 

as Adam found it, on his first forenoon in Paradise. It may be only
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Age and Care that chill the life out of its grotesque and airy riot, 

with the impertinence of their cold criticism. 21)

20)の 引用 はTheScarletLetterか らであ り,文 章の 中に明示 されて い

るよ うにHesterの 言 葉 で あ る。 この 日は.新 しい 知 事が 就任 す る"public

holidaゾ'で あ る。"agoodandgoldenyea〆'は 「黄金時代 」的 な意味 を含

んで い るよ うであ る。 これは 「時」 が サ イ クル を描 き,「 鉄」 の時代が よ

うや くにおわ り,新 たに 「黄金 」の時が始 まる瞬間 ととらえ られて いる。

21)の 引用 はTheMarbleFaunの 最 後 のmマ の カー ニ ヴァルの場面か ら

であ り,ホ ー ソー ン 自身の'コメ ン トである。21)で は"totheyouthfuland

light-hearted"と い う限 定 はつ くもの の,い ずれ において もカーニ ヴ ァル

の空 間は世 界 が一 瞬に して若 が え り人類の始源 に帰 る瞬間 ととらえ られて

い る。 ホー ソー ンは カー ニヴ ァル の世 界の 中に,人 類 の最初 にあ った とさ

れ る幸福 きわ ま りない世 界の蘇 りを見てい るの であ る。無論,カ ー ニヴ ァ

ルは 本来神話 の世 界 とは無 縁の ものであ り,そ れ を神 話 と結 びつけ るとこ

ろにホー ソー ン独 自の感性 が感 じられ る。22)そ し て"TheMay-poleof

MerryMount"に お いて は,ホ ー ソー ンは"aperpetualcarnival"で あ る

メ リイ ・マ ウ ン トを 意識的 に,「 神 話」風 に 構築 して いる ように思 われ る

の であ る。

先 に見 た通 り人々は森の 自然 と一体 となって生 きて い るの であ り,又 あ

る意 味 ではい まだ時のない永遠 の春の世 界に住 ん でい ると も言 えそ うであ

る。

But May, or her mirthful spirit, dwelt all the year round at Merry 

Mount, sporting with the Summer months, and revelling with Autumn, 

and basking in the glow of Winter's fireside. Through a world of toil 

and care, she flitted with a dreamlike smile, and came hither to find 

a home among the lightsome hearts of Merry Mount. 23)

確かに現実の時間は四季をめ ぐって動いているのであるが,人 々の心 を
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支 配 して いる時間意識 は変 わ らず 「春 」("May")で あ るか らであ る。

一3一

確か に メ リイ ・マ ウ ン トは この現実 の世 界 におけ る一種 の 「楽 園」 と言

えそ うだが,そ の こ とは メ リイ ・マ ウ ン トが完 全無欠 なるユー トピア世 界

であ るこ とを意 味す るわけでは ない 。エデ ンの園には,イ ブ を誘惑す るあ

の 「蛇 」が忍 び込む よ うに,人 々の喜 び を分か ちあ った森 も一面 において

は,Comasの 森 が そ うであ るように,24)人 を惑 わせ る迷宮 的側 面 を具 えて

い る と言え そ うであ る。随分 前の こ とで恐縮 であ るが,17)の 引 用の"Had

awanderer,bewilderedinthemelancholyforest."は そ の こ とを思 わせ

る。特 に"awanderer"はComusの 森 に迷 い込 んだ"Lady"を 思 い起 こ

させ る。 この作 品にお いては,一 章 で述べ た如 く,「 光」 は メ リイ ・マ ウ

ン トに,「 闇」は清教徒 に帰せ られ るので あ るが,メ リイ ・マ ウン トの森

も何か暗 いいかがわ しい面 を持つの ではな いか と思 えて くるの である。同

じことであ るが,人 々の様子 を,コ ー マ ス とその仲間 たちにた とえ るこ と

に,ホ ー ソー ンの いさ さかの非難の調子 を感 じるこ とがで きる。森 の場 面

が,二 章 で述べ たよ うに「メ リイ ・マ ウ ン トの縮 図 であれば,こ れか ら検討

す るホー ソー ンの メ リイ ・マ ウン トに対 す る批 判 は,以 上 の こ とと連動 し

てい るのか も知 れ ない。以下エ ドガー とエデ ィスの動 きを中心に考察 して

み よう。

あ るMidsummerEveに"theLordandLadyoftheMay"た るエ ドガ

ー とエデ ィスは まさに結婚 しよ うとしてい る
。それは エ ドガーの言葉 に よ

・れば"ourgoldentime"で あ り,彼 らは"partnersforthedanceoflife"

に な るはず であ った。 ところがエデ ィスに は,人 々の姿 が"visionary"に,

そ の"mirth"は"unreal"に 見 えて しか 鳶が ないの であ る。 この時 に二人

はすでに メ リイ ・マ ウ ン トの住 人ではな くな って いるのであ る。

Alas, for the young  lovers  ! No sooner had their hearts glowed with
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real passion, then they were sensible of something vague and unsub-

stantial in their former pleasures, and felt a dreary presentiment of 

inevitable change. From the moment that they truly loved, they had 

subjected themselves to earth's doom of care, and sorrow, and trou-

bled joy, and had no more a home at Merry Mount. 25)

"care
,andsorrow,andtroubledjoy"は 正 にこの現実 の世 界 の実態 に

他 な ら ない。 メ リイ ・マ ウン トの世 界 は確か に時の ない 「楽園」 であ る。

彼 らに とって不幸 なこ とは,こ の世 はや は り四季のめ ぐる世 界 であ り,自

然 が人間 の望 む ま まに 食物 を さし出す世 界 では な いこ とで ある。人 々は

厂死 」 とい う厳 粛な る事実 か らも眼 をそむけ よ うとす る。 このこ とは と り

もなお さずそ こが,厂 エデ ンの園」と同 じ くヅある意 味にお いて 「死」の ない

世 界であ るこ とを意味す るの であるが,ホ ー ソー ンは,"Once,itissaid,

theywereseenfollowingaflower-deckedcorpse,withmerrimentand

festivemusic,tohisgrave。"と 語 り,続 けて,"Butdidthedeadman

laugh?"26)と 意義 深 い皮 肉な質問 を投 げつけ る。 メ リイ ・マ ウ ン トの世 界

は美 しい も のであ るに して も,そ れは現 実 を無視 した砂上 の楼 閣にす ぎな

い ようであ る。実際 人々の行為 は"aday・dream"と 呼 ば れてい る。

エ ドガー とエデ ィスの二 人は本 当に愛 しあ った時か ら,あ るいは そ うす

る ことに よ り,Hoffmanの 言葉 に よれば,"mutualresponsibilitiesina

communityoftwo,theminimalsociety."27)を 負 うこ ととなったの で あ

る。彼 らは 自然の ままの世 界の 中で 人間の 「社会 」を志向 してい る。メ リイ

・マ ウ ン トはや がて清教徒 に よってほ ろぼ され て しま うが ,エ ドガー とエ

デ ィスの心の 中ではす でに メ リイ ・マ ウ ン トの崩壊 は始 まってい るの であ・

る。彼 らの 眼はす でに 時間の存在す る現実 の世 界に向け られて いる。 彼 ら

はその愛に より,必 然 的に時の 流れに棹 ささ ざるを得 なか った よ うで あ る。

メ リイ ・マ ウン トは'清教徒 の 襲撃 を うけ,厂 真夏 の夜の夢」 の ご とくは

か な く亡 びて しま うが,そ の危機 に立 った時に二 人の愛が偽 りでなか った

こ とが証 明 される。
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やがて二人は清教徒社会に入って行 くが,そ れは外か らの強制だけでな

く,彼 らの心の中にそれに呼応す るものがあったはずである。彼 らが降 り

て行 く清教徒社会は決 して理想的なものではない。しか し,二 人はあえて

そこに生活の場 を求める。

二人の結末は次のように語 られ る。

There they stood, pale, downcast, and apprehensive. Yet there was 

an air of mutual support, and of pure affection, seeking aid and 

giving it, that showed them to be man and wife, with the sanction 

of a priest upon their love. The youth, in the peril of the moment, 

had dropped his gilded staff, and thrown his arm about the Lady of 

the May, who leaned against his breast, too lightly to burthen him, 

but with weight enough to express that their destinies were linked 

together, for good or evil. 28)

They returned to it no more. But, as their flowery garland was 

wreathed of the brightest roses that had grown there, so, in the tie 

that united them, were interwined all the purest and best of their 

early joys. They went heavenward, supporting each other along the 

difficult path which it was their lot to tread, and never wasted one 

regretful thought on the vanities of Merry Mount. 29)

Hoffmanが"TheparalleltoMilton'sPuritanepicof.theexpulsion

fromEden"が"unmistakable"と 言 う通 り,30)二 人 の姿 に 「エデ ンの園」

を去 るア ダム とイブの姿 を重 ね るこ とは無理 では ない と思 われ る。

彼 らは 自然の ままの生 活 を捨 てて,人 間の社 会の掟 と規律に 身を まかせ,

Christiansalvationを 求 め た と解 され る。別 の レヴェルにお いてはそれ は

カーニ ヴァルの世 界か ら 日常 の世 界への移行 とも言 える。

彼 らが メ リイ ・マ ウ ン トに再 び帰 るこ とがない として も,そ れは メ リイ

・マ ウン トを全 面的 に否定す るこ とには な らない
。彼 らの愛は メ リイ ・マ

ウ ン トで育 くまれた ので あ1),そ の 絆には,"earlyjoys"が か らみ あって

い るか らである。
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この二 人が辿 った運 命につ いてはHoffmanが 手 ぎわ よ くま とめて いる。

 

.  .  . what he (Hawthorne) does here dramatize is the evolution of 

self-knowledge in the human soul. In  The Maypole of Merry Mount' 

he uses a reconstruction of an improbable historical episode to image 

forth a perfect objectification for the soul's progress from innocence 

and delight through recognition of mutability and responsibility to 

submission to law in order to live in the human community. The law 

is not perfect, the community is fallen, and though love look not back 

to its origins it yet bears up to heaven itself the garland that was 

grown in the  'fresh forest.' The Lord and Lady of May are much 

nearer grace than ironclad Endicott, for they never cast out of their 

souls their kinship with Nature, their capacity to love. 

 The focus of  'The Maypole of Merry Mount' is then on the love of 

Edgar and Edith, on the fate of the Lord and Lady of May who are 

exiled from Paradise by the  'real passion' which makes them subject 

to  time  ; exiled by the mutual responsibility which makes necessary 

the assumption of a moral life. 31)
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